
◆学校教育目標「自ら学び 自他を尊重し 心豊かでたくましい生徒の育成」 

 皆さんの旅立ちにあたり２つのメッセージを贈ります。 
 一つ目は「人との出会いを大切にしてほしい」ということです。これからの皆さんは、いろいろな
人との多くの出会いがあります。「ある人と出会ったことで、その後の人生が変わる」ということも
あります。例えば、自分と異なる境遇を持つ人との出会いや、自分と異なる考えや経験を持つ人との
出会いは、皆さん自身に新しい価値観や考え方をもたらしてくれたりもします。また、皆さん自身の
中に隠れているものを引き出す機会になることもあります。いろいろな出会いの中で、人と人との絆
であったり、お互いに助け合っていることを学んでください。人との出会いは必ず起こります。大切
なのは、その出会いをどのように活かすかであり、それは皆さん次第です。 
 二つ目は「決してあきらめない、挑戦を続ける心を持ってほしい」ということです。今から３０年
程前の話になりますが、電子工学を専門とする技術者・研究者である中村修二教授は、世界で初めて
実用的な青色発光ダイオード（青色ＬＥＤ）の開発に成功しました。赤色や緑色のＬＥＤは既に実用
化されていましたが、２０世紀中の開発は不可能とまで言われていた青色ＬＥＤが当時開発されたこ
とにより、光の３原色である赤・緑・青がそろいました。そのおかげで、今では当たり前のように使
われているテレビやスマートフォン等の画面や信号機など、多くの製品の開発が進みました。この偉
大な功績が認められ、中村教授は共同研究者の方と共に２０１４年にノーベル物理学賞を受賞されて
います。その時の会見の席で次のような話をされました。「無名の県立高校から地方の大学を出た私
が、ノーベル物理学賞を受賞することができました。地方の大学出身でも受賞できるということは、
後に続く人のやる気に繋がったのではないでしょうか」。中村教授のこの言葉から、二つのことが伝
わってくるように感じます。ひとつは「どこで勉強するかは大事だけれども、どのように勉強するか
は、それ以上に大事である」ということ。もう一つは「自分の目標に向けて決してあきらめず、やり
通すことが大切である」ということです。これから皆さんの長い人生においても、目標を持ち、さま
ざまな事に挑戦してほしいと思います。ひとつの目標があったとして、その達成のために、多くのこ
とをやったとしても、すぐには結果に結びつかないことがほとんどです。いつ努力が報われる時が来
るかわからない。しかし、変わらぬ情熱や気力、モチベーションを持ち続けていたならば、必ずや報
われるものと思います。 

 
                 ３月１４日（金）多くのご来賓の皆様をはじめ、保護者・ご家族
の皆様のご臨席をいただき、厳粛な中に第７４回卒業証書授与式が行われました。私の卒業生の皆さん
との最初の出会いは３年前の入学式の時でした。真新しい制服に身を包み、緊張の中にも、新入生呼名
の時の「ハイ」という元気な返事が印象に残っています。あれから３年の月日が経ち、今あの時と同じ
場所にいる卒業生の皆さんを見て、中学校３年間で心身ともに逞しく成長した様子と時の流れの速さを
改めて感じています。特に最高学年となった今年度の１年間は、日頃の学習活動、生徒会活動や委員会
活動、そして学校行事への取組など、全校生徒のリーダーとしての責任を自覚し、令和６年の生徒会ス
ローガン「導 ～共に高め合い、正しい方向へ導ける学校に～」のもと、３年生が集団の中心となり、
自分たちの行動が後輩への手本となるよう意識し、全校生徒を導いてくれたことに感謝しています。こ
れまで、卒業生の皆さんが新たな歴史を加えてくれた丸尾中学校の伝統は、２年生・１年生の後輩が、
しっかりと受け継いでくれることと思います。式辞の中で、最後に次のことを伝えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
            本日３月２４日をもっ 
て、今年度予定していた教育課程の全てを終了し
ました。３年生は中学校を卒業し、それぞれの新
たな道に進むことができました。２年生・１年生
も学年の課程を修了し、４月には全員が進級しま
す。今年度も、全ての生徒たちが自分に必要な力
を身につけ、自分の思いを自分らしく表現できる
ことを願い、合い言葉「前進～ 学び合い・認め
合い・高め合い ～」を掲げ、教育活動を進めて
きました。一年間を改めて振り返れば、生徒個々
に、あるいは集団として、活躍してくれた場面が
多くあったと思います。生徒それぞれに、それぞ
れの成長という前進があったと願うばかりです。
学年末を迎えるにあたり、今年度の一年間にひと
つの節目をつけるとともに、次の段階における目
標を定め、全員の生徒たちがしっかり前を向いて
進んでくれることを願っています。 
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第７４回卒業証書授与式 
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今後の主な予定  

●４／ ８(火) 令和７年度始業式 
●４／ ９(水) 令和７年度入学式 
●４／１０(木) ３年実力テスト 
●４／１１(金) 歓迎遠足 
●４／１５(火) 全国学力調査（３年理科） 
●４／１７(木) 全国学力調査（３年国語・数学） 
 長崎県学力調査（２年）長崎市学力調査（１年） 
●４／１８(金) 長崎県学力調査（３年英語） 
        ＰＴＡ総会・部活動振興会総会 

私事で恐縮ですが、この３月末をもって退職するこ
ととなりました。丸尾中学校は私の教職人生１２校目
の学校であり、最後の学校であることに感謝しており
ます。本校の教育活動に対し、保護者の皆様、地域の
皆様をはじめ多くの方々より、ご理解・ご支援をいた
だきましたことに、心より感謝申し上げます。大変お
世話になりました。ありがとうございました。 


